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[背景] 
法医学領域における身元不明死体の場合、死因究明と共に個人識別も重要な責務となる。
歯や骨などの硬組織は、時間が経過しても死後変化の影響を受けにくく最後まで残るため、
個人情報を得る貴重な試料となり、年齢・性別・身長・人種の推定など法人類学的な調査
に用いられる。口腔内領域においては、上顎や下顎、歯を用いた年齢推定などの法人類学
的報告が行われている。 
オトガイ孔は下顎骨の第二小臼歯の直下にある解剖学的構造であり、性差や人種差、年
齢との関連について、様々な人類学的研究が報告されている。 
下顎第一大臼歯は通常、近心側と遠心側に 2つの歯根を有するが、まれに単根または 3
根を有する場合がある。特に 3根形態は、黄色人種で高頻度に出現すると報告されている。 
オトガイ孔や下顎第一大臼歯の歯根形態の観察方法には、肉眼的観察法、レントゲン写
真を利用する方法および computed tomography (CT)を利用する方法がある。肉眼的観察法で
は下顎骨の剖出または歯の抜歯が必要である。また、下顎骨内を通るオトガイ孔の開口方
向の計測は盲目的になり、下顎第一大臼歯は抜歯の際に歯根破折の恐れがある。レントゲ
ン写真は 2次元的であり、立体的な骨内の詳細な観察が困難であるため、見落としや見間
違いの発生する危険性がある。一方、CT 再構成画像は硬組織を観察するのに適しており、
組織を破壊することなく、骨内部まで立体的な分析が可能である。従って、近年、硬組織
による法人類学的研究に死後 CT 画像が応用されつつある。 
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日本人を対象としたオトガイ孔の開口方向と年齢との関連や下顎第一大臼歯の 3根出現
率に関しては、過去に報告例があるが、いずれも肉眼的観察あるいはレントゲン写真を用
いた報告であり、死後 CT による報告はない。また日本人は西洋化したライフスタイルの影
響により骨格が変化しており、現代人に対する新たな法人類学的研究が必要である。 
 そこで我々は、口腔内領域に焦点をあて、multidetector computed tomography (MDCT)を利
用し、現代日本人における「加齢に伴うオトガイ孔開口方向の変化」と「下顎第一大臼歯
の 3根出現率」を調査し、過去の人類学的な研究と比較検討したので報告する。 
[方法] 
法医解剖死体に対し、MDCT により死後 CT 撮影を実施した。 
「加齢に伴うオトガイ孔開口方向の変化」 
対象は臼歯部において安定した咬合を有し、歯が 20 本以上残存する 121体(男性 66 体、
女性 55体)の日本人の法医解剖死体である。下顎下縁平面を基準とする CT 再構成画像上で
オトガイ孔開口部の最大面積の部における開口方向の 2角度、冠状面断における上下的角
度と水平断における前後的角度を左右それぞれ測定した。検査者内誤差を確認した後、オ
トガイ孔開口方向と年齢との関係に重回帰分析を用いた(有意水準<0.01)。 
「下顎第一大臼歯の 3根出現率」 
対象は、残根状や歯根部の根尖部が未完成な場合、金属アーチファクトにより歯根部の
観察が不十分な場合や歯根の切断・切除の既往がある場合を除外した、両側の下顎第一大
3 
 
臼歯を有する 365体（男 255体、女 110体）の日本人の法医解剖死体である。下顎第一大
臼歯の歯軸と直交する断面を基準に CT 再構成画像を作成し、画像上で歯根部を根尖部から
髄床底まで観察した。統計分析には χ2検定を実施した(有意水準<0.05)。 
[結果] 
「加齢に伴うオトガイ孔開口方向の変化」 
男性におけるオトガイ孔開口部の上下的角度と年齢は二次曲線関係にあり、開口方向は
50歳代前半までは上方へ向かうが、その後加齢と共に下方へ移動した（p<0.001, 調整済み
r
2=0.178)。前後的角度と年齢は直線関係を有し、開口方向は加齢と共に後方から前方へ移
動した（p=0.002, 調整済み r2=0.131)。 
 女性では各測定方法における角度と年齢との間に有意な相関を認めなかった。 
「下顎第一大臼歯の 3根出現率」 
 下顎第一大臼歯 730本のうち、歯根が 3根形態を有するのは 189本であり、出現率は 25.9%
であった。性差に関しては、3根形態を有するのは男性 255体のうち 79体(31.0%)、女性で
は 110体のうち 35体(31.8%)であり、有意な差は認めなかった。左右差に関しては、片側
にのみ 3根を有するのは 39体であり、そのうち左側のみは 7体(17.9%)、右側のみは 32体
(82.1%)であり右側に有意に発現した（p<0.001）。 
[考察] 
「加齢に伴うオトガイ孔開口方向の変化」 
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女性において加齢に伴うオトガイ孔開口方向に有意な変化がなかった原因として、男性
と比較すると若年者の対象数が少ない他、咬合に関連する筋力が弱く、骨形態に影響を及
ぼした可能性が考えられる。 
男性において開口方向が 50歳代をピークに加齢と共に上方から下方へ移動する原因とし
て、中年期以降の歯周疾患の増悪による顎骨吸収や骨ミネラル含有量の減少に伴う下顎骨
の形態的な変化が考えられる。前後的角度は加齢と共に後方から前方へ移動することが明
らかとなったが、年齢推定への応用は難しい。しかしこの結果は過去の日本人の報告とは
異なっており、これは報告年代の違い、観察方法の違いの他、対象条件の違いが大きな原
因として考えられる。過去の報告は対象の歯数を考慮しないため、得られた前後的角度の
変化は加齢に伴う変化ではなく、歯の喪失に伴う歯槽骨の吸収による下顎骨形態の変化で
ある可能性が高い。 
「下顎第一大臼歯の 3根出現率」 
3根形態に性差はなく、右側有意に出現し、これらはその他の人種・民族の結果と同様で
あった。一方、出現率に関しては他人種と比較すると高く、同じ黄色人種の中でも出現率
の低い東南アジア地域の民族とは異なり、北東アジアの民族に類似した、高い出現率を有
することが明らかとなった。これは民族スクリーニングに役立つと考えられる。 
これらの結果は、現代日本人に対して死後 CT を用いることで初めて明らかとなった知見
であり、CT は口腔内領域における法人類学的研究においても有用であることが判明した。
